
5令和5（2023）年11月1日号 —  No.988

【発熱、喉の痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関、または千葉県新型コロナウイルス感染症相談センター☎0570-200-139（24
時間）へ

　近年、気候変動による災害が頻発しています。そんな折、市では「災害時協力井戸」
を募集しているとのこと。災害時に真っ先に必要なのは水となるため、耳慣れない災
害時協力井戸とはどのようなものかを調べてみました。
　まず、市の防災課の担当者に話を聞くと、避難所に指定している小中学校や、市役
所、北総浄水場など計10カ所が災害用井戸・給水拠点になっており、これを補うも
のとして、井戸を持つ市民にボランティアで提供してもらっているものが災害時協力

井戸であるそうです。市には、現在14カ所が登録さ
れており、目印として、いんザイ君が描かれたステッ
カーが貼られているとのことです。
実際に、災害時協力井戸を見学するため、市民の

I氏（木下在住）宅を訪問してみました。提供する電動
ポンプ井戸は、夜間も使えるように照明が設置されて
おり、飲み水としても日頃から使われているとのこと
です。同氏は自宅にある井戸の他、上町観音堂（木下）で手水用水として利用されている手動式ポンプ
井戸も管理しており、こちらも災害時協力井戸として提供しているとのことでした。
　また、木下万葉公園の近くにある「むじな池」も災害時協力井戸になっており、よく見ると電動ポ
ンプが設置され、ステッカーが貼られていました。
市内でも、いつどんな災害が発生するか分かりません。そのような時に備えて、生活用水の確保に

協力してくれるボランティアがいることは本当に心強いです。皆さんも、家の近くにある災害時協力
井戸を確認し、災害に備えてみてはいかがでしょうか。
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森山良子コンサートツアー
～ My Story 2024 ～アコースティックバージョン
時令和6年2月24日㈯16時〜
対小学生以上
①一般6千円�②友の会会員5,400円
申①11月23日㈷10時から電話、オンラ
インチケットサービス（2次元コード）、
チケットぴあ
※文化ホール窓口は14時から
②11月18日㈯10時から電話、オンラ
インチケットサービス（2次元コード）
※文化ホール窓口は14時から

おはなしにんぎょうをつくろう
時12月17日㈰①10時30分〜11時30分�②13時〜14時
内冬にちなんだお話に登場する生き物を、ペーパークラフトで作る。
講師：丸山ゆき氏（イラストレーター）
対3歳以上の未就学児と保護者（子ども1人につき保護者1人）
定10組20人（先着順）
1組300円（材料代）
他はさみ持参
申11月11日㈯10時から電話または窓口で

自主防災組織を作りましょう
　自主防災組織は、地域住民で運営する任意の組織です。平常時
には防災訓練、災害時には避難の手助けや避難所運営の協力な
ど、地域の防災力として活動しています。現在、市内には99の
組織があります。
　防災の基本は自助・共助・公助です。災害に備え、皆さんも自
主防災組織に参加しましょう。
　また、共助の力を高めていくため、市では以下の助成を行って
います。
自主防災組織への助成
①組織結成時に1団体50万円以内の資機材助成
②�組織で行う防災訓練に「参加人数（登録世帯数
が上限）×100円+1万円」を助成
問防災課危機管理室☎33-4428

　災害時は、ライフラインの損傷などによ
り、生活に欠かせない水の供給が十分に行
われない場合があります。そこで市では、
災害時に無償で井戸水を提供していただけ
る井戸の所有者を募集しています。
　ご協力いただける人や事業者は、下記へ
連絡してください。

・災害時に無償で提供できる
・�市内にある電動式、手動式、またはその併用のポンプ井戸である
・適正に管理され、現在使用中で、今後も使用する予定がある
・洗面、洗濯、トイレなどの生活用水として使用できる水質である
・�災害時協力井戸の標識（右上画像）を家の外の分かりやすい場所
に表示できる
問防災課危機管理室☎33-4428

災害時協力井戸を募集

登録できる井戸の条件など




